
　　
国
道
一
六
八
号
に
つ
い
て

議
員　

五
條
市
管
内
の
国
道
一
六
八
号
高
規

格
道
路
の
全
線
早
期
完
成
に
向
け
て
の
地
元

要
望
活
動
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

都
市
整
備
部
長　

国
道
一
六
八
号
の
五
條
市

管
内
延
長
は
三
五
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

現
在
、
現
道
及
び
高
規
格
道
路
を
含
め
六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
の
区
間
が
改
良
済
み
で
、
残
り

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
大
塔
地
区
を
中
心
に
施

工
中
及
び
調
査
区
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
に
強
く
希
望
の
持
て
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、高
規
格
道
路
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
急
な
整
備
が
必
要
と
考
え
、

国
道
一
六
八
号
整
備
促
進
協
議
会
、
内
吉
野

土
木
協
議
会
を
通
じ
て
国
・
県
に
早
急
な
道

路
の
復
旧
・
復
興
及
び
更
な
る
整
備
の
重
要

性
を
要
望
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
猿
谷
ダ
ム
の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て

議
員　

猿
谷
ダ
ム
の
堆
積
土
砂
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

都
市
整
備
部
長　

猿
谷
ダ
ム
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
完
成
し
た
農
業
用
水
及
び
発
電
用
に

造
ら
れ
た
利
水
専
用
ダ
ム
で
あ
り
、
洪
水
調

整
機
能
は
持
っ
て
い
な
い
。
ダ
ム
の
計
画
堆

砂
量
は
約
百
年
で
六
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、

現
在
の
堆
砂
量
は
約
二
百
八
十
五
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
全
体
の
約
四
割
と
な
っ
て
い

る
。

　

国
土
交
通
省
紀
の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務

所
は
、
今
回
の
災
害
の
経
験
を
糧
に
、
洪
水

調
整
等
を
含
め
た
対
応
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。
市
と
し
て
も
総
合
的
な
見
直
し
を

国
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
薬
用
作
物
ト
ウ
キ
に
つ
い
て

議
員　

薬
用
作
物
ト
ウ
キ
の
栽
培
促
進
補
助

金
が
九
月
に
付
い
た
。
田
で
も
畑
で
も
栽
培

で
き
る
と
お
聞
き
し
た
が
、
市
内
の
ど
の
辺

が
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
か
。

生
活
産
業
部
長　

田
で
も
畑
で
も
作
付
け
は

で
き
る
が
、
排
水
が
よ
く
、
土
の
深
い
、
や

や
や
せ
地
の
中
山
間
地
域
が
適
し
て
い
る
。

議
員　

栽
培
希
望
者
に
説
明
会
な
ど
開
催
し

た
の
か
。

生
活
産
業
部
長　

各
農
事
実
行
組
合
を
通
じ

て
説
明
会
を
開
催
し
、
栽
培
希
望
者
を
募
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

　
台
風
十
二
号
災
害
の

　
復
興
計
画
に
つ
い
て

議
員　

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
、
施
工
主
体
が

県
で
、
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
も
的
確
な

答
弁
が
返
っ
て
く
る
こ
と
は
望
ん
で
は
い
な

い
が
、
多
く
の
方
に
こ
の
事
を
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
被
災
さ
れ
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ

て
い
る
方
が
、
少
し
で
も
快
適
に
過
ご
せ
る

こ
と
を
願
っ
て
次
の
四
点
の
改
善
に
つ
い
て

担
当
部
長
に
尋
ね
る
。

一
、
テ
ラ
ス
に
屋
根
の
取
付
け

二
、
入
り
口
の
工
夫
（
大
塔
町
阪
本
）

三
、
仕
切
り
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン

　

の
床
と
の
す
き
間

四
、
浴
室
に
Ｌ
字
型
手
す
り
の
取
付
け

都
市
整
備
部
長　

災
害
救
助
法
に
基
づ
き
奈

良
県
が
建
設
。
本
市
で
は
、
工
期
の
短
い
プ

レ
ハ
ブ
工
法
で
、
東
日
本
大
震
災
の
仮
設
住

宅
を
参
考
に
、
天
辻
地
区
特
有
の
気
象
条
件

を
勘
案
し
、
二
重
窓
や
断
熱
材
増
量
等
の
寒

冷
地
対
策
、
隣
家
と
の
騒
音
対
策
に
配
慮

し
、
県
と
と
も
に
協
議
、
確
認
し
進
め
て
き

た
。

　

被
災
者
の
皆
様
が
入
居
し
て
一
か
月
余
り

が
経
過
し
、
問
題
点
や
不
都
合
も
あ
る
。
定

期
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
家
庭
菜
園
等
を

設
置
す
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

作
り
も
検
討
し
て
い
る
。
今
後
、
関
係
機
関

に
協
力
を
得
な
が
ら
、
強
く
奈
良
県
に
要
望

し
て
い
く
。

議
員　

大
塔
町
に
住
み
続
け
る
た
め
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
仮
設
住
宅
に
お

住
い
の
Ｏ
さ
ん
は
、「
自
宅
は
無
事
だ
っ
た

が
、
顔
見
知
り
の
方
が
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。
景
色
の
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
の
生
活
は
不
安
で
な
か
な
か
戻
る
こ
と
が

で
き
な
い
。」
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
住
み

続
け
る
た
め
に
希
望
と
喜
び
を
持
て
る
政
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

「
五
條
市
災
害
復
旧
・
復
興
計
画
」
を
策
定

し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
地
域
の
基

盤
整
備
を
進
め
て
い
く
。
国
道
一
六
八
号
高

規
格
道
路
を
軸
と
し
た
地
域
道
路
綱
の
復
旧

が
、
防
災
、
ま
た
地
域
住
民
の
日
常
生
活
を

守
る
た
め
に
も
、
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
お

り
、
併
せ
て
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
診
療
所

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
学
校
、
保
育
所
の

再
開
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館
や
赤
谷
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
の
賑
わ
い
の
場
の
復
興
、
林
業
な
ど

の
地
域
産
業
の
振
興
に
も
鋭
意
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

議
員　

仮
設
住
宅
は
二
年
間
の
居
住
で
あ
る

が
、
そ
の
後
の
手
立
て
は
あ
る
の
か
。

　
市
長　

私
た
ち
は
二
年
で
努
力
し
た
い
と
い

う
思
い
は
あ
る
が
、
二
年
以
上
に
な
れ
ば
、

県
に
お
願
い
し
、
ま
た
市
営
住
宅
等
、
何
ら

か
の
形
で
措
置
は
講
じ
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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